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平成31年 2月 第297回 定例会

2月定例会の概要
平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算
案

（
６
，６
５
０
億
円
）な
ど
を
可
決

　

平
成
31
年
２
月
第
２
９
７
回
定
例
会
は
、

２
月
21
日
に
開
会
さ
れ
、
３
月
15
日
ま
で

の
23
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
の
本
会
議
で
は
、「
平
成
31
年
度
青

森
県
一
般
会
計
予
算
案
」を
は
じ
め
、
1
0
0

件
の
議
案
及
び
14
件
の
報
告
が
上
程
さ
れ
、

三
村
知
事
か
ら
、
昨
年
12
月
に
策
定
し
た

青
森
県
基
本
計
画
に
基
づ
く
、「『
選
ば
れ

る
青
森
』食
と
観
光
成
長
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、

「
多
様
な
し
ご
と
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、

「『
住
み
た
い
あ
お
も
り
』若
者
・
女
性
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」、「
未
来
へ
つ
な
ぐ『
地
域
の
ゆ

り
か
ご
』プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」及
び「
健
康
ラ
イ

フ
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
５
つ
の
戦
略
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
た
め
の
、
平
成
31

年
度
の
重
点
施
策
の
概
要
説
明
や
提
案
理

由
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

２
月
27
日
か
ら
４
日
間
に
わ
た
り
行
わ

れ
た
一
般
質
問
で
は
、
13
名
の
議
員
が
登

壇
し
、「
選
ば
れ
る
青
森
」の
実
現
に
向
け

た
施
策
の
推
進
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ

り
、
県
当
局
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
３
月
１
日
に
は
、
平
成
30

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）案
を

は
じ
め
と
し
た
19
件
の
議
案
が
追
加
上
程

さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
６
日
か
ら
７
日
ま
で
議
案
に
関
す

る
質
疑
が
行
わ
れ
、
担
い
手
確
保
・
経
営
強

化
支
援
事
業
の
内
容
等
に
つ
い
て
、
質
疑
・

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
６
日
及
び

７
日
の
質
疑
終
了
後
、
議
案
の
採
決
が
行

わ
れ
、
知
事
提
出
議
案
20
件
、
報
告
１
件
及

び　

  

議
員
提
出
議
案
１
件
が
可
決
・
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

採
決
さ
れ
た
議
案
を
除
く
議
案
の
う

ち
、
平
成
31
年
度
予
算
に
関
す
る
17
議
案

は
予
算
特
別
委
員
会
に
、
人
事
案
件
を
除

く
議
案
81
件
及
び
請
願
１
件
は
各
常
任
委

員
会
に
付
託
さ
れ
、
予
算
特
別
委
員
会
は

３
月
８
日
か
ら
11
日
に
、
常
任
委
員
会
は

３
月
13
日
に
開
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
３
月
15
日
は
、
予
算
特
別
委

員
会
及
び
各
常
任
委
員
会
の
審
査
内
容
の

報
告
、
討
論
が
行
わ
れ
た
の
ち
採
決
が
行

わ
れ
、
知
事
提
出
議
案
99
件
、
議
員
提
出
議

案
１
件
が
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
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耐震・長寿命化改修工事が終了しました。
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議員の議案提出権  ま め ち し き
普通地方公共団体の議会の議員は、議会の議決すべき事件
について、議案を提出することができることとされている
（地方自治法第１１２条）。今定例会において議員より提出され、
可決された「青森県がん対策推進条例の一部を改正する条
例案」は、第２８８回定例会（平成２８年１１月）において議員
より提出され、可決された条例について、受動喫煙の防止に
係る県民、多数の者が利用する施設の管理者及び２０歳未満
の者に対する監督保護を有する保護者が配慮しなければな
らない事項を定めるため、提出されたものである。

用語解説

本号に掲載の県議会議員の氏名、会派及び選挙区については、平成３１年２月定例会時のものです。



　

５
つ
の
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
核

と
し
て
、
本
県
の
強
み
で
あ
る
農
林

水
産
分
野
と
観
光
分
野
の
更
な
る
成

長
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
魅
力
あ
る

多
様
な
し
ご
と
づ
く
り
を
強
化
す

る
。若
者
・
女
性
の
県
内
定
着
・
還
流
、

県
民
の
健
康
づ
く
り
、労
働
力
不
足
、

２
０
２
５
年
超
高
齢
化
時
代
へ
の
対

応
な
ど
の
課
題
に
対
し
て
も
集
中
的

に
取
組
を
展
開
し
、
最
重
要
課
題
で

あ
る
人
口
減
少
の
克
服
に
向
け
た
取

組
を
強
力
に
進
め
て
い
く
。

三
村
知
事

答

　

青
森
県
総
合
販
売
戦
略
第
４
ス

テ
ー
ジ
に
お
け
る
特
徴
的
な
取
組

に
つ
い
て
伺
う
。

　

成
長
を
続
け
る
中
食
・
総
菜
分
野

や
ネ
ッ
ト
販
売
な
ど
へ
の
売
込
み
強

化
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
・
拡
散
を

促
す
注
目
度
の
高
い
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
等
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
進
め
る
。

ま
た
、
お
う
と
う「
ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
」

や
酒
造
好
適
米「
吟
烏
帽
子（
ぎ
ん
え

ぼ
し
）」等
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
の
育
成
、

地
域
の
特
色
あ
る「
食
」を
観
光
コ
ン

テ
ン
ツ
と
し
て
情
報
発
信
、
さ
ら
に
、

産
地
直
売
施
設
に
つ
い
て
、
会
員
の

高
齢
化
対
策
や
地
域
の
買
物
弱
者
支

援
な
ど
の
機
能
強
化
に
取
り
組
む
。

農
林
水
産
部
長

答

　

我
が
国
は
、
一
貫
し
て
原
子
力
発
電
及

び
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を
基
本
方

針
と
し
て
き
て
お
り
、
国
策
で
あ
る
原
子

力
政
策
は
、
国
に
お
い
て
立
地
地
域
の
現

状
や
こ
れ
ま
で
の
協
力
関
係
を
十
分
に

踏
ま
え
、
課
題
を
解
決
し
な
が
ら
、
中
長

期
的
に
責
任
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
本
県
原
子
力
施
設

は
、
何
よ
り
も
安
全
の
確
保
が
第
一
で
あ

り
、
事
業
者
は
、
安
全
性
の
さ
ら
な
る
向

上
に
一
層
の
責
任
と
使
命
感
を
も
っ
て

取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
引
き

続
き
県
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
立
場
か

ら
、
国
・
事
業
者
の
対
応
を
厳
し
く
見
極

め
、
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

三
村
知
事

答

　

ク
ロ
マ
グ
ロ
の
資
源
管
理
に
つ

い
て
、
来
期
に
向
け
て
県
は
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

ク
ロ
マ
グ
ロ
の
資
源
管
理

　

本
県
の
漁
獲
枠
を
最
大
限
活
用

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
今
期
は
、

魚
価
の
高
い
秋
以
降
に
枠
を
残
し

た
漁
業
者
が
、
十
分
に
活
用
で
き

な
か
っ
た
こ
と
や
、
融
通
等
に
期

間
を
要
し
、
操
業
を
控
え
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
課
題
と

し
て
挙
げ
ら
れ
た
た
め
、
来
期
に

向
け
て
、
必
要
最
小
限
の
留
保
枠

設
定
や
変
更
手
続
の
簡
素
化
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
県
計
画
案
を
作
成

し
て
い
る
。ま
た
、国
に
対
し
て
は
、

我
が
国
の
漁
獲
枠
拡
大
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
要
望
し
て
い
く
。

三
村
知
事

答

平
成
31
年
2
月
第
2
9
7
回
定
例
会  

一
般
質
問

攻
め
の
農
林
水
産
業

問

　
「
選
ば
れ
る
青
森
」の
実
現
に
向

け
て
、
ど
の
よ
う
に
施
策
を
推
進

し
て
い
く
の
か
。

青
森
県
基
本
計
画
の
推
進

問

問

　

原
子
力
を
め
ぐ
る
厳
し
い
情
勢

を
踏
ま
え
、
原
子
力
政
策
に
対
す

る
県
の
見
解
を
伺
う
。

原
子
力
政
策

問

５つの戦略プロジェクト
人口減少克服に向けて、特に
重点的に取り組むべきテーマ。

①「選ばれる青森」
　食と観光成長プロジェクト
②多様なしごと創出プロジェクト
③「住みたいあおもり」
　若者・女性プロジェクト
④未来へつなぐ
　「地域のゆりかご」プロジェクト
⑤健康ライフ実現プロジェクト

用

語解説

県産クロマグロ

02

会　派：自由民主党
選挙区：十和田市

丸井　裕 議員
まる   い ゆたか

会　派：自由民主党
選挙区：むつ市

横浜　力 議員
よこ はま つとむ



　

働
き
盛
り
世
代
の
死
亡
率
の

改
善
は
、
健
康
長
寿
県
の
実
現
に

向
け
て
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
県
民
一
人
ひ
と

り
の「
健
や
か
力
」の
向
上
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
健
康
経
営
に

取
り
組
む
企
業
を
支
援
す
る
青

森
県
健
康
経
営
認
定
制
度
の
実

施
や
、
全
国
健
康
保
険
協
会
青
森

支
部
な
ど
関
係
機
関
と
一
層
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
働
き
盛
り
世

代
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

三
村
知
事

答

　

ス
マ
ー
ト
農
業
な
ど
先
端
技

術
の
導
入
を
推
進
す
る
た
め
、
県

は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
。

農
業
の
労
働
力
不
足

　

先
端
技
術
の
導
入
を
推
進
す
る

た
め
、
メ
ー
カ
ー
や
県
産
業
技
術

セ
ン
タ
ー
等
と
連
携
し
な
が
ら
、

生
産
現
場
に
お
い
て
、
効
果
の
検

証
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
は
、

生
産
者
や
企
業
、
国
の
研
究
機
関

等
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
作
物
別
の

検
討
会
に
お
い
て
、
技
術
ニ
ー
ズ

を
共
有
し
な
が
ら
、
先
端
技
術
を

活
用
し
た
新
た
な
栽
培
体
系
を
検

討
す
る
と
と
も
に
、
特
に
開
発
が

遅
れ
て
い
る
野
菜
や
果
樹
の
分
野

で
の
技
術
開
発
を
促
し
て
い
く
。

三
村
知
事

答

会　派：青和会
選挙区：青森市

関　良 議員
せき りょう

三
村
知
事

問

　

健
康
・
長
生
き
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
青
森
県
の
実
現
に
向
け
、

働
き
盛
り
世
代
の
健
康
づ
く
り

に
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
。

健
康
増
進
の
取
組

問

ドローンによる農薬散布

03

会　派：国民民主党
選挙区：八戸市

田中　満 議員
たな か みつる

　

魅
力
あ
る
雇
用
の
創
出
・
拡

大
、
ふ
る
さ
と
へ
の
自
信
と
誇
り

の
醸
成
が
極
め
て
重
要
と
考
え

る
。「
多
様
な
し
ご
と
創
出
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」に
基
づ
く
創
業
・
起

業
の
推
進
、
若
者
の
関
心
が
高
い

産
業
分
野
の
誘
致
活
動
強
化
や
、

「『
住
み
た
い
あ
お
も
り
』若
者
・

女
性
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
基
づ
く

本
県
の「
暮
ら
し
」や「
し
ご
と
」

に
関
す
る
的
確
な
情
報
提
供
、
魅

力
あ
る
生
活
環
境
づ
く
り
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

三
村
知
事

答

　

立
地
適
正
化
計
画
制
度
の
活
用

に
よ
る
人
口
減
少
や
高
齢
化
に
対

応
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
県

内
市
町
村
の
取
組
状
況
と
県
の
取

組
に
つ
い
て
伺
う
。

立
地
適
正
化
計
画

　

県
内
の
取
組
状
況
は
、
青
森
市
、

弘
前
市
、
八
戸
市
、
十
和
田
市
、
む

つ
市
の
計
５
市
が
立
地
適
正
化
計

画
を
策
定
済
で
あ
り
、
策
定
中
の

黒
石
市
と
五
所
川
原
市
を
併
せ
、

平
成
30
年
度
末
に
は
県
内
７
市
で

策
定
済
と
な
る
予
定
で
あ
る
。
県

は
こ
れ
ま
で
、
知
事
に
よ
る
ト
ッ

プ
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
、
市
町
村

向
け
の
説
明
会
な
ど
、
様
々
な
機

会
を
通
し
て
県
内
市
町
村
に
計
画

策
定
に
つ
い
て
働
き
か
け
て
き
て

お
り
、
引
き
続
き
市
町
村
の
計
画

策
定
を
促
し
て
い
く
。

県
土
整
備
部
長

答 問

　

若
者
が
ふ
る
さ
と
で
夢
を
実

現
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
重
要

と
考
え
る
が
、
若
者
の
県
内
定
着

促
進
に
向
け
た
県
の
基
本
的
な

考
え
を
伺
う
。

若
者
の
県
内
定
着

問

立地適正化計画

市町村が都市全体を見渡し
ながら、将来の人口予測や財
政状況を踏まえて、都市の将
来像を示したマスタープラ
ン。これにより、都市計画と
民間施設誘導の融合などに
よる新しいまちづくりが可能
となる。

用

語解説



　

県
外
に
進
学
し
た
学
生
の
県

内
へ
の
還
流
促
進
に
は
、
本
県
の

「
し
ご
と
」や「
く
ら
し
」の
魅
力

に
関
す
る
情
報
を
確
実
に
届
け

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
は
大
学
等
と
の
連
携
が
効

果
的
と
考
え
、
こ
れ
ま
で
県
外
大

学
等
11
校
と
協
定
を
締
結
し
た
。

今
後
も
協
定
締
結
大
学
等
と
の

連
携
を
一
層
強
化
し
、
人
財
還
流

に
向
け
た
実
効
性
の
あ
る
取
組

を
進
め
て
い
き
た
い
。

企
画
政
策
部
長

答

　

幅
広
い
世
代
に
お
い
て
防
災
に

対
す
る
認
識
を
深
め
て
も
ら
う
に

は
、
防
災
や
減
災
対
策
の
普
及
啓

発
を
図
る
取
組
が
更
に
必
要
と
考

え
る
が
、
県
の
考
え
を
伺
う
。

防
災
・
減
災
対
策

危
機
管
理
局
長

答

　

県
内
中
小
企
業
の
円
滑
な
事

業
承
継
に
向
け
た
県
の
取
組
に

つ
い
て
伺
う
。

　

県
内
中
小
企
業
の
後
継
者
不
足

は
、
地
域
経
済
の
衰
退
に
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
、県
で
は
、商
工
団
体
、

金
融
機
関
、
士
業
団
体
等
で
構
成

さ
れ
る
連
絡
会
議
を
運
営
し
て
い

る
ほ
か
、
後
継
者
不
在
企
業
等
を

対
象
と
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
や

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
来
年
度
は
、
企
業
訪

問
を
実
施
し
、
早
期
の
事
業
承
継

診
断
を
促
す
と
と
も
に
、
専
門
家

派
遣
に
よ
り
支
援
機
関
を
サ
ポ
ー

ト
し
、
県
内
中
小
企
業
の
円
滑
な

事
業
承
継
を
促
進
す
る
。

佐
々
木
副
知
事

答
中
小
企
業
の
事
業
承
継

　

市
町
村
の
企
画
担
当
課
長
な

ど
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
地
域
活

性
化
協
議
会
に
お
い
て
、
地
域
別

計
画
に
基
づ
く
取
組
内
容
の
点

検
や
次
年
度
の
事
業
構
築
の
検

討
な
ど
に
取
り
組
む
ほ
か
、
各
市

町
村
の
取
組
を
本
庁
各
部
局
及

び
地
域
県
民
局
が
引
き
続
き
支

援
し
、
県
と
市
町
村
等
が
方
向
性

を
共
有
し
な
が
ら
、
各
地
域
や
市

町
村
の
特
性
を
生
か
し
た
生
業

づ
く
り
や
、
持
続
可
能
な
地
域
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
。

企
画
政
策
部
長

答

問

問

04

事業承継研修会の様子

会　派：自由民主党
選挙区：上北郡

沼尾 啓一 議員
ぬま    お　   けい  いち

会　派：公明・健政会
選挙区：八戸市

畠山 敬一 議員
はたけやま けい いち

学生ＵＩＪターン就職
促進に関する協定

首都圏等に進学した本県出
身学生の本県への就職・定着
促進に向けて、学生や保護者
等への県内企業等の情報提
供などでの大学との連携を強
化するため、県外大学との協
定締結を推進している。

用

語解説
　

首
都
圏
等
大
学
と
の　

  

学
生

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
職
促
進
に
関
す

る
協
定
締
結
の
目
的
及
び
こ
れ
ま

で
の
取
組
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
職
に

係
る
連
携
協
定

問

　

青
森
県
基
本
計
画
地
域
別
計
画

の
推
進
に
あ
た
っ
て
、
市
町
村
と

ど
の
よ
う
に
連
携
し
て
い
く
の
か
。

青
森
県
基
本
計
画

地
域
別
計
画

問



　

国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
に

は
、
被
保
険
者
数
に
応
じ
て
賦
課

さ
れ
る
被
保
険
者
均
等
割
保
険

料
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
が

増
え
て
も
保
険
料
は
変
わ
ら
な

い
被
用
者
保
険
と
異
な
り
、
子
ど

も
の
人
数
に
よ
り
保
険
料
が
増

減
す
る
。
こ
の
た
め
、
県
で
は
、

医
療
保
険
制
度
間
の
公
平
の
観

点
か
ら
、
子
ど
も
に
係
る
保
険
料

の
軽
減
措
置
の
導
入
に
つ
い
て
、

全
国
知
事
会
を
通
じ
て
国
に
要

望
し
て
い
る
。

健
康
福
祉
部
長

答

　

国
の「 　

 

児
童
虐
待
防
止
対
策

の
強
化
に
向
け
た
緊
急
総
合
対
策
」

を
踏
ま
え
た
本
県
の
対
応
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。

児
童
虐
待
へ
の
対
応

　

県
で
は
、
昨
年
７
月
に
国
が
取

り
ま
と
め
た
緊
急
総
合
対
策
を
踏

ま
え
、
ケ
ー
ス
の
緊
急
性
や
重
症

度
が
確
実
に
伝
わ
る
よ
う
な
児
童

相
談
所
間
の
引
継
ぎ
を
徹
底
し
て

い
る
ほ
か
、
児
童
虐
待
の
通
告
を

受
け
た
後
、
原
則
と
し
て
48
時
間

以
内
に
目
視
に
よ
る
安
全
確
認
な

ど
を
行
う
と
と
も
に
、
子
ど
も
の

安
全
確
認
や
安
全
確
保
を
的
確
に

行
う
た
め
、
本
年
２
月
に
児
童
相

談
所
と
警
察
と
の
情
報
共
有
に
関

す
る
協
定
を
締
結
し
た
。

健
康
福
祉
部
長

答

　

本
県
出
身
の
優
秀
な
選
手
の

中
に
は
、
中
学
校
又
は
高
等
学
校

卒
業
後
、
更
に
高
い
レ
ベ
ル
の
競

技
環
境
を
求
め
県
外
で
競
技
を

継
続
し
、
そ
の
後
、
指
導
者
と

な
っ
て
も
県
外
に
留
ま
る
方
々

が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
県

教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
度
か

ら
、
地
元
出
身
の
選
手
及
び
指
導

者
を
受
け
入
れ
る
企
業
等
の
情

報
収
集
を
行
う
な
ど
、
優
秀
な
人

材
の
獲
得
に
向
け
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
い
る
。

教
育
長

答

　

全
県
及
び
下
北
地
域
に
お
い

て
、
新
規
就
農
者
を
ど
の
よ
う
に

育
成
し
て
い
く
の
か
。

新
規
就
農
者
対
策

　

新
規
就
農
者
が
経
営
を
早
期

に
軌
道
に
乗
せ
ら
れ
る
よ
う
、
就

農
初
期
か
ら
定
着
期
ま
で
切
れ

目
の
な
い
支
援
に
努
め
て
い
る
。

下
北
地
域
に
お
い
て
は
、
新
年
度

か
ら
地
域
県
民
局
が
独
自
に「
新

規
就
農
者『
農
業
力
』養
成
塾
」を

開
講
し
、
栽
培
技
術
や
経
営
管
理

能
力
の
向
上
に
取
り
組
む
ほ
か
、

販
売
力
向
上
研
修
や
産
直
市「
し

も
き
た
マ
ル
シ
ェ
」で
の
実
践
活

動
を
通
じ
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

三
村
知
事

答

問

問

　

国
民
健
康
保
険
に
お
け
る
子
ど

も
の
均
等
割
保
険
料
の
賦
課
に
つ

い
て
、
県
の
見
解
を
伺
う
。

国
民
健
康
保
険
の
保
険
料

問

　

競
技
力
向
上
に
向
け
、
本
県
出

身
選
手
及
び
指
導
者
の
県
内
定

着
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
今

後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

競
技
力
向
上

問

05

しもきたマルシェの様子

会　派：日本共産党
選挙区：八戸市

松田　勝 議員
まつ た まさる

会　派：自由民主党
選挙区：むつ市

菊池 憲太郎 議員
きく    ち けん　 た   ろう

児童虐待防止対策の強化に
向けた緊急総合対策

児童虐待については、相談対応件数が
年々増加しており、重篤な事例も発生す
るなど、深刻な状況となっている。こうし
た現状に対処するため、国では、緊急に実
施する重点対策として、転居した場合の
児童相談所間における引継ぎルールの見
直し・徹底や、児童相談所と警察の情報
共有の強化など、児童虐待防止のための
総合的な対策を講じている。

用

語解説



　

海
外
旅
行
会
社
等
の
関
係
者

を
招
請
し
、
旅
行
商
品
造
成
や

情
報
発
信
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
台
湾
か
ら
の
教
育
旅
行
の

誘
致
や
香
港
で
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活

用
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
中
国

の
少
年
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
チ
ー

ム
や
韓
国
企
業
の
研
修
旅
行
の

誘
致
を
図
る
な
ど
、
三
八
地
域

な
ら
で
は
の
強
み
を
生
か
し
た

取
組
を
展
開
し
て
お
り
、
今
後

も
関
係
市
町
村
等
と
連
携
し
な

が
ら
、
海
外
か
ら
の
誘
客
促
進

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

観
光
国
際
戦
略
局
長

答

　

国
道
１
０
４
号
田
子
町
夏
坂
と

国
道
１
０
３
号
秋
田
県
鹿
角
市
大

湯
間
を
結
ぶ
バ
イ
パ
ス
整
備
に
つ

い
て
伺
う
。

国
道
１
０
４
号
県
境
部
の
バ
イ
パ
ス
整
備

　

当
該
区
間
の
バ
イ
パ
ス
整
備
に

つ
い
て
は
、
地
元
市
町
議
会
議
員

に
よ
る
協
議
会
に
お
け
る
国
へ
の

要
望
活
動
の
実
施
な
ど
、
熱
心
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。
県
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
秋
田

県
と
の
意
見
交
換
や
現
地
調
査
を

行
っ
た
ほ
か
、
今
年
度
か
ら
は
調

査
費
を
確
保
し
、
当
該
区
間
の
道

路
現
況
等
の
調
査
を
実
施
し
て
い

る
。
今
後
も
秋
田
県
と
情
報
交
換

を
図
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
道
路

利
用
の
実
態
把
握
や
課
題
整
理
に

必
要
な
調
査
を
行
っ
て
い
く
。

県
土
整
備
部
長

答

会　派：自由民主党
選挙区：三沢市

小桧山 吉紀 議員
こ　　ひ　やま　  よし  のり

　

沿
岸
漁
協
な
ど
で
構
成
す
る「
北

浜
海
域
ほ
っ
き
貝
資
源
対
策
協
議

会
」で
は
、
小
型
貝
の
移
殖
放
流
等

で
資
源
確
保
に
取
り
組
ん
で
き
た

も
の
の
、
稚
貝
の
資
源
量
を
把
握

で
き
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
県
で

は
稚
貝
用
の
調
査
漁
具
を
開
発
し
、

稚
貝
の
生
息
を
確
認
し
た
ほ
か
、

カ
シ
パ
ン
類
と
呼
ば
れ
る
ウ
ニ
の

仲
間
が
多
い
場
所
で
は
、
生
息
数

が
少
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
今

後
は
、
協
議
会
が
主
体
と
な
っ
て

調
査
を
継
続
す
る
ほ
か
、
県
で
は
、

カ
シ
パ
ン
類
の
効
率
的
な
駆
除
方

法
等
を
検
討
し
て
い
く
。

農
林
水
産
部
長

答 　

太
平
洋
沿
岸
地
域
の
ホ
ッ
キ
ガ

イ
生
産
力
向
上
に
向
け
た
県
の
取

組
に
つ
い
て
伺
う
。

上
北
地
域
に
お
け
る
漁
業
振
興

問問

　

開
館
か
ら
15
年
が
経
過
し
、
展

示
物
の
老
朽
化
と
と
も
に
来
館

者
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
っ
て
新
た

に
宇
宙
ゾ
ー
ン
を
追
加
す
る
な

ど
、
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
新
た
な

魅
力
を
持
っ
た
施
設
と
す
る
た

め
、
航
空
・
宇
宙
に
ま
つ
わ
る
体

験
型
展
示
の
新
設
、
展
示
解
説
の

多
言
語
化
の
対
応
の
ほ
か
、
地
元

企
業
の
取
組
や
先
端
技
術
を
紹

介
す
る
企
業
・
試
験
研
究
機
関
と

の
共
同
展
示
ブ
ー
ス
の
設
置
な

ど
を
計
画
し
て
い
る
。

企
画
政
策
部
長

答

問

　

三
八
地
域
へ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

誘
致
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

三
八
地
域
へ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致

問

06

県産ホッキガイ

議長への要望活動の様子

会　派：自由民主党
選挙区：三戸郡

夏堀 浩一 議員
なつ  ぼり こう  いち

　

県
立
三
沢
航
空
科
学
館
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
の
概
要
に
つ
い
て

伺
う
。 県

立
三
沢
航
空
科
学
館

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

問



　

県
で
は
、
い
わ
ゆ
る「
平
成
の

合
併
」が
平
成
21
年
度
末
を
も
っ

て
一
区
切
り
を
迎
え
た
こ
と
か

ら
、
そ
の
時
点
に
お
け
る
合
併
効

果
等
に
つ
い
て
と
り
ま
と
め
、
平

成
22
年
２
月
に
公
表
し
た
。
合

併
市
町
に
お
い
て
は
、
そ
の
後

も
、
市
町
村
建
設
計
画
等
に
基
づ

き
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
当
該
計
画
の
終

了
時
期
や
進
捗
状
況
を
踏
ま
え

つ
つ
、
合
併
市
町
の
意
見
も
伺
い

な
が
ら
、
再
度
の
と
り
ま
と
め
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

総
務
部
長

答

　

本
事
案
に
つ
い
て
は
、
そ
の
結

果
の
重
大
性
に
疑
い
の
余
地
は
な

い
が
、
一
方
で
、
職
員
や
学
校
側
の

ど
の
よ
う
な
行
為
・
対
応
を
も
っ

て
、
そ
の
結
果
を
も
た
ら
し
た
過

失
行
為
と
し
て
認
定
で
き
る
の
か

と
い
う
難
し
い
法
的
課
題
を
抱
え

て
お
り
、
本
報
告
書
の
内
容
か
ら
、

職
員
や
学
校
側
に
懲
戒
処
分
に
相

当
す
る
非
違
行
為
が
あ
っ
た
と
ま

で
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
も
の

と
考
え
て
い
る
。

教
育
長

答

　

少
子
化
対
策
は
本
県
の
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
、
地
域
を
挙
げ
て

子
育
て
支
援
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
こ
の
た
め
、
市
町
村
の
子
ど

も
医
療
費
給
付
に
対
す
る
助
成

に
つ
い
て
、
昨
年
10
月
か
ら
所
得

制
限
の
緩
和
に
よ
り
対
象
範
囲

の
拡
大
を
図
っ
た
ほ
か
、
妊
娠
か

ら
子
育
て
ま
で
の
切
れ
目
の
な

い
支
援
を
推
進
し
て
き
た
。
今

後
も
、
県
民
が
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
育
て
ら
れ
る
最
適
の
地

と
し
て
の
青
森
県
を
目
指
し
、
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

三
村
知
事

答

　

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
職
先
と
し
て

「
選
ば
れ
る
青
森
」と
す
る
た
め
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
職
促
進

　

県
外
か
ら
の
人
財
還
流
を
促
進

す
る
た
め
、
新
規
学
卒
者
向
け
の

合
同
企
業
説
明
会
や
、
県
内
企
業

と
転
職
希
望
者
を
結
び
付
け
る
人

財
マ
ッ
チ
ン
グ
等
を
行
っ
て
き
た

ほ
か
、
昨
年
８
月
に
は
青
森
県
合

同
移
住
フ
ェ
ア
を
首
都
圏
で
開
催

し
、
本
県
へ
の
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就

職
・
移
住
を
働
き
か
け
た
。
新
年
度

は
首
都
圏
の
大
学
等
で
県
内
企
業

の
魅
力
と
本
県
の
暮
ら
し
や
す
さ

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
就
職
相
談
会
や
、

北
東
北
３
県
連
携
に
よ
る
合
同
企

業
説
明
会
を
新
た
に
実
施
す
る
。

三
村
知
事

答 問

　

社
会
全
体
で
子
育
て
支
援
を
推

進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
、
県
の
考
え
を
伺
う
。

社
会
全
体
で
の
子
育
て
支
援

問

　

平
成
の
大
合
併
の
検
証
の
必
要

性
に
つ
い
て
、
県
の
認
識
を
伺
う
。

平
成
の
大
合
併
の
検
証

問

07

青森県合同移住フェアの様子

会　派：無所属
選挙区：青森市

古村 一雄 議員
こ　 むら かず　お

会　派：自由民主党
選挙区：五所川原市

寺田 達也 議員
てら　だ たつ　や

県議会本会議と特別委員会
の模様はインターネットで
ライブ配信しています。
過去の議会映像もご覧いた
だけます。

●詳しくは「青森県議会インター
ネット中継」で検索してください。

　

本
事
案
に
伴
う
教
職
員
の
懲
戒

処
分
に
つ
い
て
、
県
教
育
委
員
会

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

青
森
市
に
お
け
る

い
じ
め
の
重
大
事
態

問



会　派：自由民主党
選挙区：青森市

森内 之保留 議員
もり うち　   の　  ぼ　　る
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災
害
対
策
本
部
機
能
を
強
化
す

る
た
め
の
体
制
の
見
直
し
や
、
災

害
時
に
お
け
る
応
援
・
受
援
計
画
の

策
定
、
各
種
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

作
成
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
昨

年
12
月
に
新
た
な
市
町
村
相
互
応

援
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
た
ほ

か
、
２
月
18
日
に
は
、
災
害
対
策
本

部
図
上
訓
練
を
実
施
し
た
。
今
後

も
各
市
町
村
や
関
係
機
関
と
の
連

絡
・
連
携
体
制
の
構
築
に
取
り
組

み
、
県
全
体
の
防
災
対
策
の
強
化

を
図
る
所
存
で
あ
る
。

青
山
副
知
事

答 　

大
規
模
地
震
を
は
じ
め
と
し

た
大
規
模
災
害
に
備
え
、
県
と
し

て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て

い
る
の
か
。

大
規
模
災
害
対
策

問問

　

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
の
活
用

拡
大
に
向
け
た
今
後
の
見
通
し
に

つ
い
て
伺
う
。

県
立
中
央
病
院
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室

　

今
後
、
大
動
脈
弁
狭
窄
症
の
患

者
さ
ん
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
よ
り
安
全
か
つ
低
侵
襲

で
高
度
な
術
式
と
し
て
、
心
臓
を

停
止
さ
せ
ず
に
カ
テ
ー
テ
ル
治
療

で
人
工
弁
に
置
き
換
え
る「
経
カ

テ
ー
テ
ル
的
大
動
脈
弁
置
換
術
」を

行
う
こ
と
と
し
、
施
設
認
定
の
早

期
取
得
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
た
、
手
術
時
間
の
短
縮
や
、

低
侵
襲
な
術
式
の
選
択
が
可
能
と

な
り
、
患
者
さ
ん
の
体
へ
の
負
担

の
大
幅
な
軽
減
、
早
期
退
院
な
ど

が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
脳
神

経
外
科
や
整
形
外
科
領
域
等
で
も

順
次
活
用
し
て
い
き
た
い
。

病
院
局
長

答 問

　

新
幹
線
・
鉄
道
問
題
対
策
特
別
委
員
会
は
、
１
月
11
日
に
Ｊ
Ｒ
北
海
道

函
館
新
幹
線
総
合
車
両
所
に
お
い
て
、
青
函
共
用
走
行
区
間
の
高
速
化
に

関
す
る
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

同
車
両
所
車
庫
で
は
、
高
速
確
認
車
の
開
発
状
況
に
つ
い
て
Ｊ
Ｒ
北
海

道
か
ら
説
明
を
受
け
、
意
見
交
換
を
実
施
し
た
ほ
か
、
実
車
を
視
察
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
、
同
車
両
所
函
館
新
幹
線
工
務
所
で
は
、
昨
年
９
月

に
行
わ
れ
た
新
幹
線
の
速
度
向
上
試
験
の
結
果
や
、
レ
ー
ル
削
正
作
業
の

進
捗
状
況
、
高
速
確
認
車
や
誤
進
入
防
止
シ
ス
テ
ム
の
開
発
状
況
、
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
の
説
明
を
国
土
交
通
省
等
か
ら
受
け
、
質

疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。

新
幹
線
・
鉄
道
問
題
対
策
特
別
委
員
会
が

県
外
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

函館新幹線総合車両所車庫における高速確認車の視察

災害対策本部図上訓練の様子
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新
た
な
観
光
戦
略
の
中
で
、

本
県
が
魅
力
あ
る
旅
の
目
的

地
と
し
て
世
界
か
ら
選
ば
れ
、

観
光
産
業
が
基
幹
産
業
と
な

り
、
地
域
を
け
ん
引
す
る
原
動

力
と
な
る
こ
と
を
、
10
年
後
の

め
ざ
す
べ
き
姿
と
し
て
掲
げ

て
い
る
。

　

こ
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
実

現
に
向
け
て
は
、
観
光
客
数
の

増
加
な
ど「
県
内
総
時
間
」を

拡
大
す
る
量
的
な
視
点
と
と

も
に
、
消
費
効
果
の
拡
大
の
視

点
か
ら
、
本
県
滞
在
中
の
時
間

を
よ
り
充
実
し
た
も
の
と
す

る「
滞
在
の
質
」を
高
め
る
取

組
も
推
進
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
る
。

答 　

次
期
観
光
戦
略
の
基
本
的
な

考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

問

　

加
工
専
用
園
の
展
示
圃
を
設
置
し
、

生
果
用
の
り
ん
ご
栽
培
と
比
較
し
て
、

摘
果
作
業
や
着
色
管
理
な
ど
の
作
業

時
間
が
4
割
程
度
削
減
で
き
る
上
、

収
量
が
1.
5
倍
程
度
増
加
す
る
こ
と

を
実
証
し
た
ほ
か
、
県
り
ん
ご
協
会

と
連
携
し
て
、
生
産
者
と
加
工
業
者

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
っ
た
。

　

今
後
は
、
加
工
専
用
園
の
定
着
に

向
け
て
、
生
産
者
組
織
等
と
加
工
業

者
の
連
携
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
ほ

か
、
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
栽
培
管
理

が
困
難
と
な
っ
た
園
地
等
を
加
工
専

用
モ
デ
ル
園
と
し
て
活
用
し
、
複
数

の
生
産
者
に
よ
る
協
働
運
営
方
式
の

実
証
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

答 　

り
ん
ご
産
地
に
お
け
る
労
働
力
不

足
に
対
応
し
て
加
工
専
用
園
の
定
着

を
推
進
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
県

の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

問

　

３
月
７
日
の
本
会
議
で
、
委
員

22
名
で
構
成
す
る
予
算
特
別
委

員
会
が
設
置
さ
れ
、
本
会
議
後
の

組
織
会
で
委
員
長
に
横
浜
力
議

員（
自
由
民
主
党
）、
副
委
員
長
に

花
田
栄
介
議
員（
自
由
民
主
党
）

が
互
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
８
日
及
び
11
日
に
、
平
成

31
年
度
青
森
県
一
般
会
計
予
算

案
を
は
じ
め
、
付
託
さ
れ
た
17
議

案
に
つ
い
て
、
９
名
の
委
員
に
よ

る
質
疑
が
行
わ
れ
、
質
疑
後
、
付

託
さ
れ
た
17
議
案
は
す
べ
て
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
質
疑
の

内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

予
算
特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

質疑の様子採決の様子

横浜　力　委員長

予
算
特
別
委
員
会
は
、
予
算
議
案（
当
初
予
算
案
）が
議
会
に
提
出
さ
れ
た
際
、

そ
の
審
査
の
た
め
に
設
置
さ
れ
る
。
審
査
日
数
は
４
日
程
度
と
さ
れ
、

委
員
数
は
お
お
む
ね
議
員
の
半
数
と
さ
れ
て
い
る
。

予算
特別委員会
について
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「
平
成
30
年
度
高
校
生
模
擬
議

会
」が
、
平
成
31
年
2
月
5
日
に
、

県
選
挙
管
理
委
員
会
の
主
催
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
模
擬
議
会
は
、
こ
れ
か
ら

有
権
者
と
な
る
高
校
生
を
対
象
に
、

政
治
や
選
挙
に
対
す
る
関
心
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
り
、
今
回
で
3
回

目
と
な
る
模
擬
議
会
に
は
、
県
内

高
等
学
校
3
校
か
ら
代
表
生
徒
が

参
加
し
、
ま
た
、
県
議
会
か
ら
は
、

県
議
会
広
報
図
書
委
員
会
委
員
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

実
際
の
模
擬
議
会
に
お
い
て
は
、

小
桧
山
吉
紀
広
報
図
書
委
員
長（
模

擬
議
会
議
長
）に
よ
る
進
行
の
下
、

代
表
生
徒
か
ら
、
青
森
県
を
活
性

化
さ
せ
る
た
め
の
政
策
提
案
・
意
見

発
表
が
行
わ
れ
、
広
報
図
書
委
員

が
質
問
や
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

「
平
成
30
年
度
高
校
生
模
擬
議
会
」に
広
報
図
書
委
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

小桧山 吉紀 委員長
（模擬議会 議長）

伊吹 信一 委員 櫛引 ユキ子 委員八戸聖ウルスラ学院高等学校

「青森を見つめなおす ～課題＆魅力探検隊～」

「Proactive action in Aomori」

「一高生が考える青森県の未来予想図」

鳴海 惠一郎 委員 山口 多喜二 委員青森県立八戸東高等学校

田中　満 委員 松田　勝 委員五所川原第一高等学校
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請願・陳情について

行政に広く民意を反映させるためにはいろいろな方法がありますが、その一つに請願があります。請願とは、私たちが国
又は地方公共団体の機関に対し、その職務に関する事項の執行・措置等について意見や要望を述べることをいいます。
陳情も、請願と同様の目的で行われます。県議会に提出された請願や陳情については、審査の結果、内容が適当と認める
ときは採択し、県政の運営に反映するよう努めます。

■請願・陳情とは

県議会に対する請願（陳情）は、個人・団体の別を問わず、どなたでもすることができます。また、請願（陳情）事項について
は、県の事務に関することが一般的ですが、特に制限はありません。

■請願（陳情）者及び請願（陳情）事項

○青森県議会議長（議長の氏名を記載）あてとし、議会事務局に提出（１部）してください。
○請願書（陳情書）はいつでも提出することができますが、定例会の一般質問初日午後１時までに提出されたものについて
　はその定例会で審議されることとなっていますので、提出の際にはご留意願います。具体的な締切り日時については、
　県議会ホームページでご案内している定例会の予定でご確認ください（締切り後に提出された請願は、次の定例会で
　審議されることになります。）。

■請願書（陳情書）の提出

■請願（陳情）の取扱い

請願書（陳情書）
の提出

採決 採択請願（陳情）を執行機関へ送付
請願者（陳情者）等に結果通知

処理結果回答 処理結果を
本会議に報告

議長受理 本会議上程 所管の常任
委員会へ付託 委員会審査 審査結果を

本会議に報告

■請願書（陳情書）の作成

○○○に関する請願書（陳情書）

「表紙」に記載する事項

◆件名
「○○○に関する請願書（陳情書）」と簡潔に表現してください。
　◆提出者
住所は、「法人の場合にはその所在地」を記載してください。
氏名は、「法人の場合にはその名称及び代表者の氏名」を記載し
てください。
　◆紹介議員（の氏名）
請願の場合、紹介議員が署名又は記名押印すること。

提 出 者  住所 （法人にあっては、所在地）
　　　　　氏名 （法人にあっては、名称及び代表者の氏名）　外○○名

住所 （法人にあっては、所在地）
氏名 （法人にあっては、名称及び代表者の氏名） ㊞ （署名又は記名押印）
　　　（連署による場合は、全員が住所欄及び氏名欄のとおり記載し、署名
　　　又は記名押印すること。）

青森県議会議長　○○○○　殿

紹介議員　氏名　○○○○　㊞　（署名又は記名押印）
【A4縦長】

【A4縦長】

○○○に関する請願書（陳情書） ◆件名
表紙の件名を記載してください。
　　◆趣旨
請願しようとする内容について、簡潔に記載してください。
請願しようとする理由について、わかりやすく記載してください。
　◆提出者
住所は、「法人の場合にはその所在地」を記載してください。
氏名は、個人の場合は、署名又は記名押印ください。
※法人の場合は、その名称及び代表者の氏名を記載の上、代表
者印を押印ください。提出者が複数の場合は、上記の要領で全員
の住所・氏名等を記載してください。
　◆提出先
「青森県議会議長　○○○○　殿」と記載してください。

趣旨
　　（請願（陳情）しようとする具体的な内容及び理由について、明確に
　　　記載すること。）以上のとおり請願（陳情）いたします。

○年○月○日

表紙

「本紙」に記載する事項
本紙

※請願には紹介議員が１名以上必要なので、県議会議員の紹介を得てください。ただし、正副議長及びその請願を審査する常任委員会の正副委員長は紹介議員
　にならないことになっています。なお、陳情の場合は、紹介議員は不要です。



◆平成31年度予算関係（17件）
　○平成３１年度青森県一般会計予算案
　○平成３１年度青森県公債費特別会計予算案など特別会計１４件
　○平成３１年度青森県病院事業会計予算案
　○平成３１年度青森県工業用水道事業会計予算案

◆平成30年度補正予算関係（16件）
　○一般会計２件、特別会計１２件、病院事業会計１件、工業用水道事業会計１件

◆条例関係（57件）
　○青森県土地使用権等取得裁定等申請手数料等徴収条例案
　○地方公務員法の一部改正に伴う関係条例の整備に関する条例案
　○職員の育児休業等に関する条例等の一部を改正する条例案
　○職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例案
　○外国語指導員等の給料及び旅費に関する条例を廃止する条例案
　○青森県職員定数条例の一部を改正する条例案
　○青森県獣医師修学資金貸与条例の一部を改正する条例案など５１件

◆工事の請負契約関係（1件）
　○駒込ダム本体建設工事に関する請負契約

◆財産関係（19件）
　○権利の放棄の件

◆人事関係（1件）
　○青森県人事委員会委員の選任の件

◆その他（8件）
　○青森県新産業都市建設事業団に委託すべき事業に
　　関する計画の一部変更に係る協議の件など８件

第297回定例会で可決された知事提出議案（119件）

第297回定例会で可決された議員提出議案の内容

○原子力発電・核燃料リサイクル施設の新規制基準適合性審査等についての意見書

（意見書の内容）立地地域の理解と協力のためにも、新規制基準適合性審査が厳正さらには迅
速に行われるよう、また、立地地域の実情等を踏まえ地域振興対策の充実・強化が図られるよ
う国に対し要望。

意 

見 

書

○青森県がん対策推進条例の一部を改正する条例

（条例の内容）受動喫煙の防止に係る県民、多数の者が利用する施設の管理者及び２０歳未満
の者に対する監督保護を有する保護者が配慮しなければならない事項を定める。

条　

例

県議会からのお知らせ
○あおもり県議会だよりに関するご意見・お問合せについて
〒030-8570 青森市長島1丁目1-1　青森県議会事務局調査課　電話 017（734）9797（直通）
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議案等の
 審査結果は、

に掲載して
 います。

青森県議会
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